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2021 年 10 月 

日本交通心理士大会 

地区別研究会で論文発表される会員各位 

日本交通心理士会 

地区別研究会 3地区事務局 

 

抄録原稿の書式について（投稿時に守っていただきたいこと） 

 

 2020 年 6 月から学会ホームページに「日本交通心理学会および日本交通心理士会の発表原稿の書き方

（以下「テンプレート」と称す）」（https://www.jatp-web.jp/?page_id=3113）が掲載されてから、提出さ

れる抄録原稿の書式は格段に良くなりました。しかし、一部は依然として「テンプレート」を遵守してい

ない原稿が散見され、論文集の編集作業に多くの時間を費やしています。そこで、地区別研究会事務局が

「テンプレート」の中でもとくに遵守していただきたい内容をまとめましたので、原稿投稿前にご一読く

ださい。 

 

1． はじめに 

地区別研究会の論文集は上記の「テンプレート」をベースにしていますので、執筆前と投稿前に必ず

熟読してください。なお、「テンプレート」は日本心理学会の「執筆・投稿の手引き（以下「日心の手

引き」と称す）」（https://psych.or.jp/manual/）を参照していますが、「日心の手引き」と違う個所も

あるとの指摘を頂くことがあります。しかし「テンプレート」をよくお読みいただくと分かりますが、

違いがあることを記述したうえで「テンプレート」として多少の自由度を認めながら記述しています。

地区別研究会では、論文集の出来栄えという観点から次のように取り決めることにしました。 

1-1. 論文の長さ 

  抄録原稿の長さはA4用紙で2ページまたは4ページとします（1ページと3ページは認めない）。 

1-2. 余白 

余白は上下左右2cmとします。 

理由：「テンプレート」の余白の項には、“「日心の手引き」では用紙の余白を上下左右3cm以上とし

ているが、抄録原稿はページ数が限られているため、余白は上下左右2cm以上とする“と書いてあり

ます。一方、「テンプレート」自体は2cmであり、「テンプレート」のWord版をひな型として用いる

投稿者が多いので2cmと統一しました。 

1-3. 行数と字数 

  行数と字数は任意としますが、極端に広がったり詰まったりして読みにくくならないように留意して

ください。因みに「テンプレート」は42行/ページ、22文字/2段組み片側です。 

  参考：「日心の手引き」と違いますが、「テンプレート」に準拠しました。 
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2.タイトルなどのフォント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.表の書き方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.図の書き方 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

群 n 平均値(点) SD

実走行前 67 15.89 10.72

実走行後 67 15.97 10.39

ディスカッション後 67 10.95 7.40

表３　実走行前後及びディスカッション後の

自己評価と客観評価の差の絶対値

参考：加藤裕哉（2000).企業ドライバーのための自己評価能力教育プログラムの開発

　　--コーチングによる自己評価技能向上への試み--　2000年度地区別（北海道・東北

　　・関東）研究会発表論文集　19-22

見出しは 

中央そろえ 

 

左項目 

（スタブ列）は 

左そろえ 

表番号とタイトルは表の上 

 

表の縦線は原則不要 

 

MS 明朝 14p 

 

MS明朝10.5p 

 

章のタイトル：章番号不要、MSゴシック 10.5p 

図はモノクロ 

（カラーで作図さ

れる投稿者がいま

すが論文集はモノ

クロ印刷なので、映

らなくなることが

あります） 

 

図番号とタイトルは図の下 

 

２ 
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5.文献の書き方 

 著者名（掲載年）．論文タイトル 掲載雑誌名,巻,ページ-ページ. 

 

6.倫理的配慮（ここでは研究参加者のプライバシー保護についてのみコメント） 

 被験者の顔など肖像権侵害になるものが映っている画像にはとくにご注意ください。 

 

7.ページ番号の記載について 

 抄録原稿にページ番号は書かないでください。基本的には投稿論文をそのまま（事務局でページ番号を

挿入して）論文集にします。 

 

8.提出用抄録原稿について 

 抄録原稿はWord版とPDF版の2種類、提出してください。 

 

＊上記の内容は、「テンプレート」および、日本心理学会 執筆・投稿の手引き 第3章「心理学研究」の

投稿原稿の作り方から引用しました。https://psych.or.jp/manual/manual05#3_8） 

 

 

https://psych.or.jp/manual/manual05#3_8

